
■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

『道路の適用』に限定し，道路以外も要求性能を考慮し適用
第1章総説

適用範囲 2 1
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

擁壁工指針に準じた記載内容に改訂

基礎フーチング適用の細目追記

第2章目的と構造

【明確な記載なし】

【明確な記載なし】

適用における基本事項

①テールアルメの急峻
な地形への適用

25

25～28
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

地盤改良での留意点追記

流水の影響のある個所の適用除外

⑥水辺での適用 28【明確な記載なし】

③軟弱地盤への適用 26～27【明確な記載なし】
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

ストリップ メッキ仕様HDZ50の追記

33
使用材料 23
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

壁面材 コンクリート強度，メッキの変更，目地部材の追加記載

34
23使用材料
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

盛土材料 [C]材料の適用寸法の変更（最大粒径の規定の変更）

[B]材料の適用厳密化（改良土に関する規定）

38～39

使用材料 37

36
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

土の電気化学的性質 電気比抵抗の制限追記

有害物質含有土について 有害物質含有土の記載追記

【明確な記載なし】

37使用材料

41

41
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

ストリップ仕様 メッキ仕様の変更記載とボルト強度区分の追記

亜鉛メッキ仕様 2種50（HDZ50）の付着量追加規定

使用材料 23 44

使用材料 25 45
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

壁面材仕様 壁面材仕様の追記（コンクリート強度，メッキ）

使用材料 22 48
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

ボルト・ナット仕様 JIS改訂によるボルト・ナットの強度区分の追記，変更

使用材料 31 54
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

水平目地材の規格材質 水平目地材の規格・材質を規定

【明確な記載なし】
使用材料 56
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

透水防砂材の規格材質 透水防砂材の規格・材質の規定

【明確な記載なし】
使用材料 57

12



■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

【大きな変更点はなし】

第3章計画・調査
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

設計の基本 要求性能と性能照査について記載

【明確な記載なし】
道路土工　擁壁工指針に準じた，要求性能と性能照査，想定す
る作用など新たに記載追加

自重（コンクリートの単位体積重量） 自重を算定する場合のコンクリートの単位体積重量
【明確な記載なし】 鉄筋コンクリートの単位体積重量は，24.5kN/m3とする。

土圧 仮想壁体の壁面摩擦角と補強材長さの設定方法

【明確な記載なし】

第4章設計に当たっての一般事項

基本方針

88

設計に用いる荷重
94～95

76～86
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

外的安定検討時の地震時土圧について 地震時土圧＋慣性力を同時に考慮する規定

外的安定検討時の地震時補正係数 外的安定検討及び全体安定検討の設計震度の規定

【規定なし】
98～99

設計に用いる荷重

63 98
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

設計水平震度の標準値 道路土工指針に準拠し，標準値を設定

衝突荷重の載荷方法 L型防護柵基礎構造の標準化とマニュアル記載形状の取扱い

64 99

設計に用いる荷重

71 106
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

衝突荷重を考慮する場合の前輪荷重 道路土工-擁壁工指針に準拠し，衝突車両の前輪荷重を規定

【規定なし】

土質定数の目安値（例） 土質定数の目安値の見直しと砂質土の規定

設計に用いる荷重

土・地盤の設計諸定数 54 112

107
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

ストリップ・ボルト等の許容応力度 ボルトの強度区分の追記

荷重の組合せによる許容応力度の割り増し 特殊荷重の組合せの記載変更

許容応力度 75 116

許容応力度の
割り増し係数

75 116
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

安定検討に用いる安全率及び安定条件 支持力安全率の見直し

76 117
安定検討に用いる安全
率及び安定条件
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

ストリップの摩擦係数 見かけの摩擦力の制限値と粗粒土，試験値がある場合の標準値

摩擦係数 37 136

第5章設計
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

スキンの破壊とコネクティブの安定性 スキンの破壊とコネクティブの安定性に関して追記

【規定なし】

斜面地盤の基礎の支持力 斜面地盤上の基礎の支持力照査に関する追記

【規定なし】

すべりによる安定性照査手法 見かけの粘着力⇒有効引抜抵抗力考慮

138～139接続部材の安定

斜面地盤上の
支持力照査

すべりによる
安定性照査

105 168～169

166
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

ストリップ防食 HDZ50の適用範囲に関する詳細追記

【巻末技術資料により記載】

壁面材の鉄筋かぶり規定 壁面材の鉄筋の最小かぶりを規定⇒擁壁工指針準拠

【規定明記なし】

耐久性

172

172
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

基礎の根入れ規定 根入れの規定の見直し（標準根入れ深さは変わらず）

基礎の検討 126 175
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

傾斜地盤上の根入れの目安 傾斜地盤上の根入れの目安を追記

【特に規定なし】

排水工の設計 排水工の追加と名称変更⇒擁壁工指針に整合

176基礎の検討

181～182排水工
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

水平排水層の設置規定 水平排水層の設置規定を追記

【規定なし】

コンクリートスキンの最小曲線半径 タイプⅡの最小曲線半径を追加

135 193

L型擁壁等による埋設管処理 地震災害の被災の知見の反映

【記載は第3回改訂版においてもあるが，新たに地震災害の被
災の知見を反映し，設置における留意点を第4回改訂版で追
記された】

143 200

185

埋設物の処理

排水工

平面形状
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

両面TAの削除，テールアルメ橋台の技術資料へ移動

各種テールアルメ
の検討

108～

4.6.1　両面テールアルメ
4.6.2　多段積みテールアルメ
4.6.3　水辺に用いるテールアルメ
4.6.4　テールアルメ橋台

204～

流水域にテールアルメを用いる場合の規定 流水域に用いる場合の考え方を追記

【規定なし】
水辺に用いる
テールアルメ

208
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

組立て時の出来形 スキンの鉛直度の目標値の追加

盛土管理規定 寒冷地における敷均し，締固めの留意事項を記述

【詳細な規定の記載なし】

各種テールアルメの施工 施工における留意事項を追加

【詳細な規定の記載なし】

第6章施工

246

226160

施工管理

247
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

盛土管理規定 締固め度の管理規定を細分化し，締固め基準を改定

盛土管理規定 締固め管理基準値の目安の追記

【詳細な規定の記載なし】

170 250

251

施工管理

28



■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

施工チェックシート 施工チェックシートの追加

【詳細な規定の記載なし】
施工全般 技資11
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■補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（第4回改訂版）改訂点の新旧対比表 2014年12月25日作成

改訂項目
第3回
掲載頁

記載内容（第3回改訂）
第4回
掲載頁

記載内容（第4回改訂）

変状要因と対策 変状要因に応じた具体的な対策例を記載

【詳細な規定の記載なし】

応急危険度判定 応急危険度判定を追加

【詳細な規定の記載なし】

変状要因と対策 変状要因と形態を整理

【詳細な規定の記載なし】
266～269補修及び補強対策

263
技資12

第7章維持管理

点検及び保守

261～262
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